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して、誘導期にOX40／OX40しの結合を阻害すること
によりTh　l反応の増強をきたし、　EAUの病態が増悪
すると考えられた。一方、発症期にOX40／OX40Lを阻
害すると病態が良くなる傾向が得られたことから抗
OX40抗体の投与が治療に応用できる可能性も示唆さ
れた。
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　水様性鼻汁、くしゃみ、鼻閉を3主徴とするアレル
ギー性鼻炎は、近年増加傾向にあり耳鼻咽喉科におい
て最も頻度の高い疾患の1つである。アレルギー性鼻
炎に対しては抗アレルギー薬の内服や点鼻薬などの
治療が一般的であるが、鼻粘膜の肥厚が高度で鼻閉症
状が強い症例には外科的治療も選択される。外科的治
療としては下鼻甲介に対する治療が多く行われ、下鼻
甲介切除術をはじめ、化学剤手術、電気凝固術、ラジ
オ波凝固術、レーザー手術などが挙げられる。レー
ザー手術、凝固術は痙痛や出血などが少なく日帰りで
手術が可能で、臨床成績が優れており現在では一般的
になり数多く行われている。しかし、レーザー手術が
及ぼす病理組織学的変化の検討は十分行われていな
い。今回我々はCO2レーザー手術、半導体レーザー手
術を行った症例の術前と術後の鼻粘膜病理所見の変
化について検討を行った。また、アレルギー性鼻炎で
は好酸球の鼻粘膜での浸潤・遊走が大きく影響を及ぼ
すとされ、IL－5、　eotaxin、　RANTESなどのケモカ・イン
はその浸潤・遊走に大きく関与している。これらの免
疫染色についても、数例で検討した。
　対象は2㎜年3月から2004年7月までに当科ア
レルギー外来を受診しレーザー照射術を行った患者
で、インフォームドコンセントの上、粘膜組織採取に
ついて同意の得られた35例である。方法は術前に4％
塩酸リドカイン、5，㎜倍エピネフリンに浸したガー
ゼによる鼻内表面麻酔を行い、照射前に歯内手術用の
鉗子を用い下鼻甲介粘膜組織を採取し、レーザー照射
を行った。患者をランダムに2群に振り分け、一方を
抗アレルギー薬のトラニラストを投与する群とし、も
う一方を非投与群とした。術後4週後にも同様に組織
を採取した後、凍結切片とし、レーザー術後の創傷治
癒過程においての線維芽細胞の変化についてアザン
染色を行い検討した。結果、レーザー手術後に線維芽
細胞の増生が認められる傾向にあった。今後、トラニ
ラスト投与の有無による病理学的相違について、更に
検討し、その増生が治療効果の持続にどのように影響
していくかを研究することが、今後の課題であると思
われた。
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【目的】　眼内レンズ（以下10L）の生体適合性をレン
ズに対する細胞応答の観点から考えてみると、関連す
る細胞の種類は、主に術後炎症に伴い遊走してくる白
血球と10しの光学部に接する水晶体上皮細胞とに分
類される。これらの細胞が臨床的に問題になるのは、
非特異的炎症細胞により産生されるサイトカインや
水晶体上皮細胞が増殖する結果放出されるprostag－
landin（PG）E2が血液房水柵の破壊を招くことや、水
晶体上皮細胞の増殖で透光性の低下する後発白内障
の発症である。
　生体適合性に関連する水晶体上皮細胞と眼内レン
ズとの関連性について眼内レンズの表面処理の違い
によってどの様な細胞応答の違いがみられるのか興
味を抱いた。ヒト水晶体上皮細胞を用いて実際にIn
vitroで眼内レンズの細胞応答を観察する事は、水晶
体上皮細胞のIn　Vitroでの分化が非活動的なため困
難であった。そのため今回は線維芽細胞を代用して表
面処理の違いと細胞応答を検討した。
【方法】　アクリル製10しの表面を2－
methacryloyloxyethyl　phosphorylcholine　and　n－butyl－
methacrylate　poly（MPC）処理した10L、メタンガス・
プラズマ処理した10L、そして市販の10Lを線維芽細
胞と96時間共培養し光学部の付着細胞数を測定し
た。また培養後の10Lを遠心し、付着細胞の接着力や
ICAM－lmRNAの発現量を検討した。
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